
世界の舞台で躍る若きバレエダンサー
　「小さい時から音楽と踊りに囲まれて育った」と語るのは、
カナダ国立バレエ団で現役ソリストとして活躍する市内出身
の佐藤航太さんだ。両親が社交ダンスをしていた影響で、
幼いころから踊りに親しんでいた。5歳の時、母から勧めら
れた初めてのバレエレッスンで「楽しい」と感じたことがバレ
エを始めたきっかけだという。舞台に立つのが楽しく、音に
合わせて体を動かすのが好きだったと語り、 7歳のころには海
外でプロバレエダンサーになることが夢になったという。そ
の第一歩として、中学3年生で出場したYouth America 
Grand Prix ニューヨーク決選でスカラシップを得てカナダ国
立バレエ学校へ留学した。学校を主席で卒業後、18歳でカ
ナダ国立バレエ団に入団。現在は主役、準主役を中心に年
間100公演に出演する。「バレエは肉体労働なので、ケガと
の闘い」と、ケガを予防するため、日々のトレーニングを大
切にし、食事もたんぱく質をしっかり取るよう心がけていると
いう。

夢は自分でつかむもの
　「夢は自分でつかむものだと思っている」と語る佐藤さんは、
幼少期から持ち前のバイタリティで、常に前向きな姿勢で努
力を続けてきた。厳しい競争を経て役を勝ち取り、よい公演
に至った先に待つ観客からのスタンディングオベーションは、
最上の幸せと特別な感覚を感じるという。
　「将来的には後進の育成にも力を入れて、自身が受け継い
できたものを次の世代に引き継いでいきたい」と、自身を成
長させてくれたバレエへの恩返しとして、次世代の育成とバ
レエの未来を見据える佐藤さんには、自身の表現力や演技力
をさらに発揮できるような、自身がやりたい役がまだまだあ
る。そして、その先に高みを目指すという道がある。「自分
の好きなものなら、とことん突き詰めるのがベスト。 チャン
スは待っているだけじゃなく、自ら作り出すことが大切で、い
つでも行動を起こせるよう、常に準備をしておくことも大事」
と語る佐藤さんは、バレエへの深い情熱と愛を胸に、人生の
さらなる大舞台へ邁
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■市公式
　ホームページ

T V
【テレ玉データ放送】テレ
玉(地デジ3ch)視聴中にd
ボタンで市の情報を視聴

【マチイロ】広報『富士見』
をスマートフォンで

【カタログポケット】広報
『富士見』を多言語で

■ SNS LINE
Facebook
X(旧Twitter)
Instagram
YouTube

Fujimist募集
市内在住、富士見市出身の方などで
活躍されている方を募集
しています。自薦・他薦
は問いません。

広
報

『
富

士
見

』
(毎

月
1日

発
行

)は
、

市
内

の
公

共
施

設
や

駅
な

ど
に

も
置

い
て

い
ま

す
。

声
の

広
報

『
富

士
見

』
(音

声
D

AISY(デ
イ

ジ
ー

)版
)は

市
内

図
書

館
で

貸
し

出
し

て
い

ま
す

(市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

聴
く

こ
と

も
で

き
ま

す
)。

令
和

8年
9月

号
 №

1032
編

集
／

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

課

取材 シティプロモーション課 ☎049-256-9535


